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45

3 に
加
え
行
事・イ
ベ
ン
ト
で
想
定
さ
れ
る
災
害
や

事
件
、事
故
の
未
然
防
止
の
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、甲
賀
市
安
全
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら

は
、マ
ニ
ュ
ア
ル
を
重
要
と
し
な
が
ら
も
、も
っ

と
重
要
な
こ
と
は
、マ
ニ
ュ
ア
ル
の
目
的
を
理
解

し
、そ
の
行
間
を
読
ん
で
行
動
を
す
る
こ
と
で
あ

る
と
指
導
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

職
員
の
責
任
能
力
を
強
化
す
る
た
め
の

研
修
会
等
の
持
続
的
実
施　

　
市
の
安
全
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、小こ

松ま
つ
原ば
ら
明あ
き
哲の
り

早
稲
田
大
学
理
工
学
部
教
授
に
よ
る
職
員
研
修

を
実
施
し
、安
全
管
理
推
進
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
と

し
た
職
員
が
受
講
し
ま
し
た
。
研
修
で
は
、危
険

予
知
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
ほ
か
、職
場
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
な
ど
を
分
か
り
や
す
く

指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
他
に
、直
接
子
ど
も
た
ち
の
野
外
活
動
に
関
わ

る
職
員
に
対
す
る
研
修
や
市
内
青
少
年
団
体
の

一
般
指
導
者
に
対
す
る
研
修
も
開
催
し
て
い
ま

す
。

職
場
で
の

安
全
管
理
推
進
運
動
の
実
施

　
職
場
で
の
構
成
員
一
人
ひ
と
り
が
業
務
に
お

け
る
責
任
能
力・責
任
意
識
、安
全
管
理
能
力
、安

全
意
識
を
強
化
す
る
た
め
の「
安
全
管
理
推
進
運

動
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
７
月
を
安
全
管
理
推
進
強
調
月
間
と
位
置
づ

け
、７
月
１
日
～
15
日
ま
で
の
期
間
に
１
２
２
の

職
場
で
事
故
防
止
や
安
全
確
保
に
つ
い
て
話
し

合
い
を
行
う
な
ど
、安
全
管
理
推
進
運
動
を
展
開

し
ま
し
た
。

安
心・安
全
を
守
る
た
め
の

機
器
等
の
導
入

　
市
内
の
子
ど
も
た
ち
に
安
心・安
全
な
給
食
の

提
供
が
で
き
る
よ
う
、市
内
３
か
所
の
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
に
県
内
で
初
め
て
放
射
線
測
定
器
を

設
置
し
、６
月
１
日
か
ら
給
食
の
自
主
検
査
を
開

始
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、公
共
施
設
利
用
者
の
心
配
機
能
停
止
に

よ
る
突
然
死
か
ら
生
命
を
守
る
た
め
、必
要
と
す

る
市
の
公
共
施
設
に
自
動
対
外
式
除
細
動
器（
Ａ

Ｅ
Ｄ
）の
設
置
を
進
め
て
お
り
、今
後
、消
防
署
と

も
連
携
し
講
習
会
や
周
知
啓
発
等
を
強
化
し
、一

次
救
命
に
対
応
で
き
る
体
制
を
充
実
し
て
い
き

ま
す
。

　
今
後
の
安
全
管
理
の

　
取
り
組
み

　
毎
年
の
体
制
整
備
と
安
全
運
動
の
取
り
組
み

は
定
着
し
て
き
て
い
ま
す
が
、さ
ら
な
る
強
化
が

必
要
で
す
。
今
後
の
安
全
管
理
の
取
り
組
み
と

し
て
、下
記
の
５
項
目
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

①
職
員
の
安
全
管
理
の
基
礎
知
識
の
向
上
と
職

務
上
の
安
全
管
理
体
制
の
強
化

②
職
場
の
現
状
に
合
っ
た
安
全
管
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
見
直
し
と
見
直
し
作
業
を
通
じ
た
職
員

全
体
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
理
解
の
徹
底

③
職
場
内
に
お
け
る
世
代
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
る
組

織
の
危
機
対
応
力
の
強
化

④
職
場
に
お
け
る
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
事
例
の
情
報

共
有
と
問
題・
原
因
の
整
理
、有
効
な
対
策
の

構
築

⑤
安
心・安
全
な
地
域
社
会
を
め
ざ
し
た
セ
ー
フ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
取
り
組
み

　
こ
の
よ
う
に
甲
賀
市
の
安
全
管
理
を
ど
の
よ

う
な
状
況
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、着
実
に
実
績

を
積
み
上
げ
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、本
市
が
真

の「
共
生
社
会
」に
な
れ
る
よ
う
安
心
し
て
安
全

に
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　
甲
賀
市
の
安
全
管
理
の

　
取
り
組
み
報
告

　
市
が
起
こ
し
た
事
故
の
原
因
は
、「
安
全
管
理

体
制
の
不
備
」、「
責
任
意
識
と
安
全
意
識
の
欠

落
」、「
安
全
管
理
能
力
と
指
導
力
不
足
」、ま
た
、

「
目
的・目
標
達
成
の
た
め
の
役
割
分
担
の
不
備
」

の
４
つ
で
し
た
。

　
こ
れ
ら
を
解
消
す
る
改
善
策
と
し
て
、「
甲
賀

市
事
業
執
行
安
全
管
理
体
制
審
査
委
員
会
に
よ

る
事
業
チ
ェ
ッ
ク
」、「
安
全
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

整
備
」、「
職
員
の
責
任
能
力
を
強
化
す
る
た
め
の

安
全
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
研
修
会
」、「
各

職
場
で
の
安
全
管
理
推
進
運
動
」な
ど
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　
今
年
は
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
充
実
に
加
え
、

放
射
線
測
定
器
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
い
っ
た
安
心・安
全

を
守
る
た
め
の
機
器
等
の
導
入
、ま
た
、Ｗ
Ｈ
Ｏ

（
世
界
保
健
機
構
）セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
働

セ
ン
タ
ー
が
提
唱
す
る
全
て
の
人
た
ち
が
安
心

し
て
安
全
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
で
あ
る「
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」に
も
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

甲
賀
市
事
業
執
行
安
全
管
理
体
制

審
査
委
員
会
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク

　

市
の
主
催
あ
る
い
は
共
催
す
る
事
業
に
つ
い

て
、持
続
的
な
安
全
管
理
体
制
が
確
立
さ
れ
て
い

る
か
を
管
理
す
る
た
め
平
成
21
年
度
に「
審
査
委

員
会
」を
設
置
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、各
事
業

の
審
査
を
７
回
行
い
、安
全
確
保
に
不
備
が
あ
る

も
の
に
つ
い
て
は
、改
善
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

甲
賀
市
危
機
管
理
計
画
に
基
づ
く

個
別
の「
安
全
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」の

整
備
と
見
直
し

　
市
の
各
部
局
に
お
い
て
、業
務
対
応
の
ば
ら
つ

き
を
防
ぎ
、ま
た
担
当
者
が
交
代
し
た
場
合
で

も
、今
ま
で
培
っ
て
き
た
安
全
管
理
が
変
わ
ら
ず

に
引
き
継
が
れ
る
よ
う
、現
在
69
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
新
た
に
追
加
さ
れ
た
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、施
設
の
日
常
的
な
安
全
管
理

　
「
甲
賀
市
青
少
年
活
動
安
全
誓
い
の

日
」の
７
月
31
日
、甲
賀
市
青
少
年
活
動

安
全
誓
い
の
つ
ど
い
を
あ
い
こ
う
か
市

民
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、

市
職
員
、教
育
関
係
者
な
ど
約
７
４
０

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

市の安全管理体制の
充実をめざして

「安心・安全のまちづくり」
　元民間航空会社の国
際線機長を務めた桑野
氏が、自らの経験や研究
を重ねた視点で「安心・
安全のまちづくり」と題
した講演を行いました。
　その中で同氏は、「安全
は抽象的なものであって具体的なものでないの
に対し、予知できる危機や危険は具体的な項目
が存在します。そのため、安全管理を行うこと
は、常に具体的な危機や危険なものを防ぐ作業
を続けることにあり、行政と市民の間で十分な
情報交換を行いながら安全文化を創造していく
ことが大切である」ということを訴えました。
　安全は、危険を未然に防いでこそ確保されま
す。どこにいても、何をしていても、必ず安全が
確保されることはありませんが、市では、事故や
事件が起こる可能性をあらゆる面から想定でき
る能力を備えるよう努力を続けていきます。

▲安全管理アドバイザーによる職員研修

▲ニンニン忍者キャンプ説明会での危険予知トレーニング

▲講演される桑野氏

　

つ
ど
い
で
は
、初
め
に
５
年
前
に
市
が
起
こ
し
た
四
万
十
川
水
難
事
故
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ

た
お
二
人
へ
の
黙
祷
を
さ
さ
げ
、青
少
年
の
野
外
活
動
を
は
じ
め
と
す
る
市
の
全
て
の
事
業
の
安
心
・

安
全
の
確
保
に
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
こ
と
を
お
誓
い
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
中
嶋
市
長
が「
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
取
り
組
み
な
ど
世
界
基
準
で
の
安
全
を
め
ざ

し
、全
て
の
人
が
安
心
し
て
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
け
る
甲
賀
市
を
、市
民
の
皆
様
と
と
も
に
つ
く
っ
て

い
き
ま
す
。」と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、正
木
副
市
長
が
１
年
間
の
市
の
安
全
管
理
の
取
り
組
み
を
報
告
し
、日
本
ヒ
ュ
ー
マ
ン

フ
ァ
ク
タ
ー
研
究
所
の
桑く
わ

野の

偕と
も

紀き

所
長
か
ら「
安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
」に
つ
い
て
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
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「こうか盛
せ い

人
じ ん

のつどい」
開催

　市では本年度、70歳をお迎えになる皆さんを中心に、再会を喜
び合い、ますます元気で身近な地域のまちづくりや後輩の育成・指
導に活躍することを確かめ合う機会として「こうか盛人のつどい」
を次のとおり開催します。

　中嶋市長は7月20日、安心して安全に暮らせるまち
づくりを推進するため、ＷＨＯ（世界保健機関）セーフ
コミュニティ協働センターが推進する「セーフコミュ
ニティ」に取り組むことを宣言しました。
　「セーフコミュニティ」は、「けがや事故等は偶然の

結果ではなく予防できる」との理念のもと、科学的な
原因究明に基づいた効果的かつ適切な予防対策を講
じていく、世界基準の取り組みで、日本でも京都府亀
岡市をはじめ全国に広がっていますが、滋賀県では初
めての取り組みです。
　取組宣言式には、日本セーフコミュニティ推進機構
の白

しら
石
いし
陽
よう
子
こ
代表理事が出席し、中嶋市長が同氏に取り

組み開始の書簡を提出しました。
　セーフコミュニティの認証は、約２年間の取り組み
が必要で、まちぐるみ・地域ぐるみで、継続的に取り組
んで行くことが大切です。事故や事件の起こらない
まちづくりに向け、皆さんのご協力をお願いします。

セーフコミュニティ認証に向けて
取組を宣言

セーフコミュニティ取組宣言
　甲賀市は、総合計画に掲げる『人 自然 輝きつづける あい甲賀』の実現を使命とし、全ての市民が、健康で生きがい
をもって日々 の生活を営めるまちづくりを推進しています。
　今、日本の姿は、千年紀の変わり目をはさんで、本格的な少子高齢化社会に突入し、かつての経済成長は見込めず、
あらゆる制度が疲弊していることは否めません。同時に、社会構造そのものも大きな変化と、国民の価値観は多様を極
め、さまざまな事故や事件に表れるように、人を思いやる道徳観や相手を優先させる倫理観も薄らぎつつあることが懸
念されています。
　甲賀市においては、すさまじい時代の激流に翻弄されることなく、古の時代から、都文化や街道文化、さらには農を生
業とした自然を慈しみ感謝する風土に育まれた、人と人との支え合いや助け合いの精神を後世へと息づかせていかな
ければなりません。
　特に、甲賀市は安心安全な暮らしに向けて、これまでから分権時代をリードする先進自治体として、他市に先駆けて独
自に取り組んできました。さらに各家庭や市民一人ひとりにまで、それぞれの実践を促していくことが必要であります。
　このことから、今こそ、セーフコミュニティの「けがや事故等は偶然の結果ではなく予防できる」という理念のもと、科
学的な原因究明に基づいた効果的かつ適切な予防対策を講じるという世界基準に従い、ワンランク高い安心安全なま
ちづくりを推進するものであります。
　認証に欠かせない住民組織や行政、学校、警察など、官民の協働をさらに進め、地域の強い一体感により、かけがえ
のない命を尊び合える、有徳の志あふれる甲賀市を築き上げるための努力を惜しんではならず、ここに、セーフコミュニ
ティ認証取得に向けて取り組んでいくことを宣言します。
　同時に、私たちは、この認証取得をゴールとするものではなく、組織を横断した行政の取り組みと、地域や市民の主体
的な取り組みの一つの力とし、将来に渡り、セーフコミュニティが掲げる理念を持続的、継続的に展開し、真の「共生き社
会」を形づくっていくことを確認するものであります。

　平成24年(2012年)7月20日  甲賀市長　中 嶋  武 嗣 　

　この事業を通じ、より豊かな人生をお過ごしいただこうと、本年
度から毎年実施する予定です。
　初回の本年度のつどいは、お茶席や健康づくりコーナーなどを設
けるほか、西川ヘレンさんを招いた講演会を計画しました。入場料
は無料です。多くの皆さんのご参加をお待ちしています。
◎健康のつどいコーナー　〜いつまでも健康に〜
　会場内には健康に関する正しい知識を身につけ、自らの健康につ
いての意識を高めていただけるよう、健康情報の発信と健康器具
（認知症自己診断機・全自動血圧計・足指力測定器・休足処）による体
験が可能な健康コーナーを設置します。こちらも気軽にご利用
ください。
◎�お茶席コーナーを準備いたしますので、ゆっくりとお茶をお楽し
みください。

※�講演会につきましては、ホールの座席に限りがありますので、ご承知おき
ください。

輝け！ 70歳からの年輪のつどい

� � 社会教育課　生涯学習係　　☎86-8021　Fax86-8380
問い合わせ

〔日時〕 ９月１日（土）
　◎ホール内
� 13：00～� 受付
� 13：30～� 開会行事
� 　・市長あいさつ
� 　・市民活動団体発表　他
� 　・記念講演　西川ヘレン�氏
　◎展示室・ロビー　
� 13：00～� 健康のつどいコーナー・茶席コーナー

〔会場〕 あいこうか市民ホール　※参加費無料／手話通訳あり

70歳をお迎えになる皆さんを中心に多くの皆さんの
ご参加をお待ちしています

危機管理課　安心安全係
��☎65-0665問い合わせ

　
市
は
、誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、宅
配
事
業
者
の

高
齢
者
地
域
見
守
り
支
援
活
動
事
業
を
実
施
し

ま
す
。

　

７
月
18
日
に
調
印
式
を
行
い
、ヤ
マ
ト
運
輸

株
式
会
社
甲
賀
支
店
、郵
便
事
業
株
式
会
社
甲

西
支
店・
水
口
支
店
の
二
社
と
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、宅
配
事
業
者
に
協
力
を
い
た

だ
き
、不
在
票
に
何
日
も
応
答
が
無
い
場
合
や
、

郵
便
物
が
た
ま
っ
て
い
る
な
ど
の
高
齢
者
宅
の

異
変
を
、市
の
総
合
相
談
機
関
で
あ
る
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
通
報
し
て
も
ら
う
態
勢
を

組
む
も
の
で
す
。

　
市
で
は
、国
内
外
か
ら
の
誘
客
を
め
ざ
し
て「
甲
賀
市
観
光
ビ
ジ
ネ
ス

メ
ッ
セ
」を
11
月
９
日（
金
）・
10
日（
土
）に
開
催
し
ま
す
。
メ
ッ
セ
で

は
、旅
行
事
業
者
お
よ
び
旅
行
関
連
メ
デ
ィ
ア
を
ゲ
ス
ト
と
し
て
招
き
、

甲
賀
市
が
誇
る
観
光
資
源
や
観
光
関
連
商
品
な
ど
ご
覧
い
た
だ
き
、市

民
の
皆
さ
ん
に
も
、あ
ら
た
め
て
甲
賀
の
魅
力
を
体
感
し
て
い
た
だ
け

る
催
し
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、ブ
ー
ス
に
出
展
い
た
だ
く
方
を
募
集
し
ま
す
。
国
内
外
へ

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
求
め
る
方
や
、地
域
の
お
宝
を
紹
介
い

た
だ
け
る
方
、企
業
の
皆
さ
ん
な
ど
、地
域
の
資
源
を
広
く
Ｐ
Ｒ
で
き
る

機
会
で
す
。
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
　
出 

展
日　
　

開
催
日
に
よ
り
来
場
対
象
者
が
異
な
り
ま
す
の

で
、①
か
ら
③
の
区
分
の
中
か
ら
出
展
希
望
日
を
ご
指
定
く

だ
さ
い
。

　
①
11
月
９
日（
金
）の
み　

　
　
　

�（
９
日
の
来
場
対
象
者
は
、国
内
外
の
旅
行
事
業
者
及
び
旅

行
関
連
メ
デ
ィ
ア
の
方
々
で
す
。）

　
②
11
月
10
日（
土
）の
み

　
　
　
（
10
日
の
来
場
対
象
者
は
、市
民
な
ど
一
般
の
方
々
で
す
。）

　
③
11
月
９
日（
金
）～
10
日（
土
）の
両
日　
　

　
出 

展
場
所　
　
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
滋
賀

　
　
　
　
　
　
　
　
（
甲
賀
市
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ
会
場
）

　
募
集
締
切　
　
８
月
31
日（
金
）

※�

詳
細
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宅
配
業
者
等
の
高
齢
者
地
域

見
守
り
支
援
活
動
事
業
に

関
す
る
協
定
を
締
結

「
甲
賀
市
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ
」

出
展
ブ
ー
ス
募
集

問
い
合
わ
せ
　
観
光
戦
略
推
進
室　
観
光
戦
略
推
進
係

　
☎
６
５
‐
０
７
０
８　
Fax
６
３
‐
４
０
８
７

長寿福祉課　高齢者支援係
  ☎65-0696　Fax63-4085問い合わせ
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地域市民センター東西南北 キラリ輝く

　
各
区
で
実
施
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
サ
ロ
ン
事
業

に
役
立
て
て
い
た
だ
こ
う
と
、大
原
自
治
振
興
会

の
健
康
福
祉
部
会
に
よ
る
サ
ロ
ン
ス
タ
ッ
フ
研
修

会
が
、か
ふ
か
生
涯
学
習
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、介
護
予
防
運
動
士
の
指
導
に
よ

り
、ゴ
ム
チ
ュ
ー
ブ
を
使
っ
た
筋
力
ア
ッ
プ
の
体

操
や
、柔
ら
か
い
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
失
禁
予
防
の

運
動
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、マ
ッ
ト
の
上
を
真

っ
直
ぐ
に
歩
い
た
り
、ジ
グ
ザ
グ
に
歩
い
た
り
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
保
ち
、転
倒

予
防
に
つ
な
が
る
歩
き
方
を
参
加
者
全
員
が
体
験

し
ま
し
た
。

　
忍
の
里
プ
ラ
ラ
で
７
月
14
日
、「
親
子・
家
族
の
料
理
教
室
」が
市
内
の
親
子

８
組
20
名
の
参
加
の
も
と
、に
ぎ
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、甲
南
町
で
活
動
さ
れ
て
い
る「
ふ
る
さ
と
グ
ル
ー
プ
」の
皆
さ
ん

の
ご
指
導
に
よ
り「
卵
や
乳
製
品
を
使
わ
な
い
２
種
類
の
ス
コ
ー
ン
」と「
バ
ニ

ラ
風
味
の
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
ジ
ュ
レ
」を
作
り
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
親
子
は
、笑
顔
で
会
話
し
な
が
ら
楽
し
そ
う
に
料
理
し

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、同
じ
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
た
異
な
る
学
年
の
子

ど
も
同
士
や
保
護
者
同
士
の
良
い
交
流
の
場
と
も
な
り
ま
し
た
。

　
終
了
後
、参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は「
お
い
し
か
っ
た
」「
ま
た
お

家
で
も
作
り
た
い
」「
普
段
、な
か
な
か
子
ど
も
と
ゆ
っ
く
り
台
所
に

立
つ
時
間
が
な
い
の
で
良
い
機
会
に
な
っ
た
」と
の
感
想
を
聞
く
こ

と
が
で
き
、親
子
や
家
族
の
絆
を
よ
り
一
層
深
め
る
良
い
機
会
に
な

っ
た
よ
う
で
す
。

　
近
畿
地
方
の
梅
雨
が
明
け
た
７
月
17
日
、貴
生
川
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
皆
さ
ん
が
、貴
生
川
公
民
館
の
植
木
の
剪
定
と
建

物
周
辺
の
草
刈
り
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
貴
生
川
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、毎
年
こ

の
時
期
に
園
芸
部
の
事
業
と
し
て
、公
共
施
設
の
植

木
の
剪
定
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、貴
生
川
地
域
の
11
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
園

芸
部
員
の
方
が
、貴
生
川
小
学
校
と
貴
生
川
公
民
館

と
に
分
か
れ
て
、汗
だ
く
に
な
っ
て
作
業
を
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　
お
か
げ
で
、見
違
え
る
よ
う
に
美
し
く
、明
る
く

な
り
ま
し
た
。
作
業
に
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆

様
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
7
月
26
日
か
ら
8
月
9
日
の
間
、震
災
の
影
響

に
よ
り
外
で
十
分
に
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
東
北

の
子
ど
も
た
ち
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
保
養
キ
ャ
ン
プ

が
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体「
な
ち
ゅ
ら
る・ま
ま
」主

催
に
よ
り
、雲
井
地
域
の
施
設
を
利
用
し
て
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　
期
間
中
色
々
な
催
し
が
あ
る
中
、30
日
に
は
、雲

井
小
学
校
の
地
区
水
泳
に
も
参
加
し
、緊
張
し
て

い
た
6
名
の
子
ど
も
た
ち
も
次
第
に
う
ち
と
け
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
プ
ー
ル
に
笑
顔
を

咲
か
せ
ま
し
た
。一
日
も
早
い
復
興
と
、子
ど
も
た

ち
が
自
由
に
外
で
遊
べ
る
日
が
来
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
転
倒
を
防
ぐ

甲
賀
大
原
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

笑
顔
い
っ
ぱ
い
親
子
・
家
族
の
料
理
教
室

甲
南
中
部
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
、公
共
施
設
を
美
し
く

貴
生
川
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

東
北
　
も
う
一つ
の
夏
休
み

雲
井
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

住
民
誰
も
が
参
加
で
き
る

取
り
組
み
を
展
開

■
新
１
年
生
写
真
撮
影
会

　

水
口
小
学
校
入
学
式
終
了
後
、校
門
前
で
、

岩
上
地
域
の
新
一
年
生
の
入
学
記
念
写
真
撮

影
会
を
開
催
し
、21
名
の
児
童
が
集
ま
り
ま
し

た
。

　
こ
れ
は
、次
世
代
を
担
う
お
子
さ
ん
に
お
祝

い
の
記
念
と
し
て
、集
合
写
真
や
家
族
ご
と
の

写
真
を
、総
合
企
画・
広
報
部
会
の
部
会
員
が

撮
影
し
た
も
の
で
、ぴ
か
ぴ
か
の
１
年
生
の
集

合
写
真
が
、５
月
号
の“
広
報
い
わ
が
み
”の
表

紙
を
飾
り
、華
や
か
な
広
報
紙
が
で
き
あ
が
り

ま
し
た
。

■
生
涯
学
習
講
座「
ミ
ニ
ミ
ニ
講
座
」

　

い
ろ
い
ろ
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、少
人
数

で
、和
気
あ
い
あ
い
と
学
び
合
い
、住
民
の
皆

さ
ん
の
つ
な
が
り
の
輪
を
広
げ
て
い
く
た
め

の
生
涯
学
習
講
座
を
６
月
か
ら
始
め
ま
し
た
。

　
「
和
太
鼓
」「
牛
乳
パ
ッ
ク
の
再
利
用
」「
ゴ
ル

フ
」「
漬
物
」「
ふ
な
ず
し
」「
お
や
じ
料
理
」「
遊ゆ
う

書し
ょ

」「
陶
芸
」等
、21
の
講
座
が
開
設
さ
れ
、

１
０
０
名
も
の
方
が
受
講
し
ま
す
。

　
こ
の
講
座
の
特
色
は
、

　
①
岩
上
地
区
在
住
の
方
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

講
師
と
な
っ
て
得
意
分
野
の
技
や
知
恵
を
伝

え
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
②
地
域
発
の
自
立
的
な
学
習
内
容
や
運
営

（
お
互
い
様
の
関
係
）を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
③
講
座
に
よ
っ
て
立
場
や
役
割
が
変
わ
る

「
相
互
学
習
」を
め
ざ
し
、つ
な
が
り
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。

■
城
山
中
職
場
体
験
受
け
入
れ

　
＆ 

城
山
中
運
動
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
城
山
中
学
校
２
年
生
が
職
場
体
験
を
行
い
、

そ
の
内
２
名
を
３
日
間
、自
治
振
興
会
で
受
け

入
れ
ま
し
た
。
主
に
、次
号
の
自
治
振
興
会
発

行
の“
広
報
い
わ
が
み
”の
記
事
の
取
材・編
集

を
体
験
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、岩
上
ふ
れ
あ
い
運
動
会
に
は
、城
中

陸
上
部
14
名
が
競
技
役
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
、進
行
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ど
ち
ら
の
事
業
も
、地
域
と
学
校
の
連
携
、

次
世
代
育
成
の
取
り
組
み
と
し
て
位
置
づ
け

て
い
ま
す
。

地
域
間・世
代
間
の

交
流
の
た
め
に

　
地
域
づ
く
り
計
画
に
従
い
、地
域
全
体
の
組

織
の
強
化
や
地
域
間
で
の
交
流
や
世
代
間
の

交
流
を
目
的
と
し
た
事
業
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

　
長
期
計
画
と
し
て
、岩
上
地
域
住
民
相
互
の

交
流
を
よ
り
一
層
促
進
す
る
た
め
、自
治
振
興

会
設
立
５
周
年
事
業
と
し
て
総
合
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
開
催
や
、こ
れ
か
ら
を
担
う
子
ど

も
た
ち
を
守
り
育
て
る
た
め
に
、学
童
保
育
の

開
設
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

○
古
着
回
収
＆
ふ
れ
あ
い
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
６
月
か
ら
、毎
月
第
１
土
曜
10
時
か
ら

12
時
に
古
着
回
収
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

同
時
に
、地
元
の
農
産
物
等
を
生
か
し
た

街
づ
く
り
と
し
て
、「
ふ
れ
あ
い
マ
ー
ケ
ッ

ト
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。
マ
ー
ケ
ッ
ト

は
、11
月
４
日（
日
）の
文
化
祭
で
も
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

No.01
― 岩上自治振興会 ―

　岩上自治振興会は、５つの部会を中心に岩上の伝
統ある事業を継続する一方、自治振興会だからでき
る新しい事業や岩上らしさの事業を計画し取り組
んでいます。今後とも「岩上区民の」「岩上区民によ
る」「岩上区民のための」事業を念頭に、取り組んで
いきます。

　基本方針（スローガン）

つも・・・・・・・・いつまでも続く組織でありたい

きあいあいと・・・子どもから高齢者まで

んばっている・・・けど、がんばりすぎない

んなの岩上・・・・みんながずっと住み続けたい

い
わ
が
み

▲地域の方からお話を聞き取材を体験

▲「ミニミニ講座」信楽透器でフロアライト作り
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か
ん
ぴ
ょ
う
作
り
っ
て
大
変
な
ん
で
す

竹
たけ

嶋
しま

　加
か

奈
な

子
こ

水
口
の
夏
の
風
物
詩
と
言
え
ば
、
白
い

カ
ー
テ
ン
の
よ
う
に
風
に
そ
よ
ぐ
か
ん

ぴ
ょ
う
・
・
・
。

水
口
の
か
ん
ぴ
ょ
う
の
歴
史
は
古
く
、

安
土
桃
山
時
代
、
岡
山
城
城
主
で
あ
っ
た

長な

束つ
か

正ま
さ

家い
え

が
農
家
に
作
ら
せ
た
の
が
始

ま
り
で
、
歌う

た

川が
わ

広ひ
ろ

重し
げ

の
東
海
道
五
十
三
次

で
水
口
宿
に
か
ん
ぴ
ょ
う
を
干
す
女
性
の

絵
が
描
か
れ
た
こ
と
で
水
口
の
か
ん
ぴ
ょ

う
は
全
国
的
に
知
れ
渡
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

し
か
し
、
最
近
で
は
昔
の
よ
う
に
あ
ち

こ
ち
で
見
か
け
る
こ
と
は
少
な
く
な
り
ま

し
た
。
そ
ん
な
水
口
の
伝
統
野
菜
、
水
口

か
ん
ぴ
ょ
う
を
江
戸
時
代
か
ら
代
々
作

り
続
け
て
い
る
農
家
の
松
村
さ
ん
を
取

材
し
ま
し
た
。

■
手
間
を
惜
し
ま
な
い

　
　
　
か
ん
ぴ
ょ
う
づ
く
り

か
ん
ぴ
ょ
う
は
ユ
ウ
ガ
オ
の
実
を
線
状

に
削
り
、
乾
燥
さ
せ
た
も
の
で

す
が
、
と
て
も
手
間
を
か
け
て

作
ら
れ
ま
す
。

ユ
ウ
ガ
オ
は
、
７
月
下
旬
か

ら
８
月
に
か
け
て
、
早
朝
に
天

候
を
見
極
め
、
晴
れ
の
日
を
選

ん
で
収
穫
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
長
雨
な
ど
で
収
穫

が
遅
れ
る
と
、
実
が
大
き
く
な

り
す
ぎ
て
し
ま
い
、
皮
が
固
く

な
り
中
の
ワ
タ
も
増
え
、
か
ん
ぴ
ょ
う
に

な
る
部
分
が
減
る
そ
う
で
す
。
大
き
い
方

が
い
っ
ぱ
い
と
れ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い

た
の
で
そ
の
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

ま
た
、品
質
の
良
い
実
に
す
る
た
め
に
、

横
向
き
の
実
を
一
つ
一
つ
縦
に
起
こ
し
て

生
育
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

収
穫
後
す
ぐ
に
皮
を
む
き
、
一
日
半
ほ

ど
乾
燥
さ
せ
て
、
か
ん
ぴ
ょ
う
に
仕
上
げ

ら
れ
ま
す
。

か
ん
ぴ
ょ
う
は
、
乾
燥
さ
せ
る
こ
と
が

大
事
で
す
が
、
乾
き
す
ぎ
て
も
良

く
な
い
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
天

候
に
合
わ
せ
厚
み
も
調
節
し
ま

す
。削

ら
れ
た
実
は
、
ワ
ラ
を
巻
か

れ
た
竹
竿
に
長
さ
を
揃
え
て
干

さ
れ
ま
す
。
水
分
が
多
い
の
で
風

が
吹
く
と
互
い
に
く
っ
つ
い
て
し

ま
い
、
そ
の
部
分
が
十
分
に
乾
燥

せ
ず
茶
色
に
変
色
し
ま
す
。
そ
れ
を
防
ぐ

た
め
、
午
前
と
午
後
に
一
回
ず
つ
丁
寧
に

剥
が
す
作
業
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
手
作
業
を
経
て
、
か
ん

ぴ
ょ
う
が
出
来
上
が
り
ま
す
。

む
い
た
ば
か
り
の
か
ん
ぴ
ょ
う
は
う
り

の
よ
う
な
青
臭
い
匂
い
が
し
ま
す
が
、
太

陽
の
光
を
浴
び
て
乾
燥
し
た
か
ん
ぴ
ょ

う
は
、甘
く
て
優
し
い
香
り
が
し
ま
し
た
。

■
根
強
い
人
気
の

　
　
　
水
口
か
ん
ぴ
ょ
う

「
と
に
か
く
か
ん
ぴ
ょ
う
作
り
は
手
間

ば
っ
か
り
や
ね
ん
。
こ
ん
な
ん
若
い
子
は

せ
ん
わ
。」
と
松
村
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
る

よ
う
に
水
口
の
か
ん
ぴ
ょ
う
農
家
は
減
っ

て
い
て
、
今
で
は
15
軒
ほ
ど
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。

し
か
し
、
他
の
地
域
の
か
ん
ぴ
ょ
う
に

比
べ
て
柔
ら
か
く
味
も
い
い
と
評
判
の
水

口
の
か
ん
ぴ
ょ
う
は
、
地
元
の
料
理
店
や

県
内
の
温
泉
旅
館
な
ど
で
も
扱
い
が
増

え
、
ま
た
贈
答
用
と
し
て
も
人
気
が
上

が
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
む
い
た
後
の
か
ん
ぴ
ょ
う
の
ワ

タ
は
地
元
な
ら
で
は
の
旬
の
味
で
、
昔
か

ら
こ
の
味
で
育
っ
た
方
が
遠
方
に
嫁
い
で

も
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
わ
ざ
わ
ざ
送
っ

て
も
ら
っ
て
食
べ
る
ほ
ど
だ
そ
う
で
す
。

実
際
に
そ
の
ワ
タ
を
い
た
だ
い
て
油
揚

げ
と
一
緒
に
煮
て
食
べ
ま
し
た
が
、
ツ
ル

ン
と
し
た
食

感
と
優
し
い

甘
み
が
と
て

も
美
味
し

く
、
暑
い
こ

の
時
期
に
ピ

ッ
タ
リ
の
味

わ
い
で
し
た
。

■
今
回
の
取
材
を
通
し
て

こ
れ
だ
け
手
間
が
か
か
る
の
に
作
り

続
け
て
い
る
の
は
何
故
で
す
か
と
尋
ね
た

と
こ
ろ
、「
畑
が
あ
る
か
ら
し
ゃ
ー
な
し

に
や
な
」
と
松
村
さ
ん
は
答
え
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
が
、
そ
の
言
葉
と
は
違
い
、
す

ご
く
丁
寧
に
愛
情
を
こ
め
て
、
そ
し
て
品

質
の
い
い
か
ん
ぴ
ょ
う
を
作
る
と
い
う
プ

ラ
イ
ド
を
持
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
と
、
取

材
中
の
お
話
や
、
作
業
の
様
子
か
ら
感
じ

ま
し
た
。

甲賀市工業会５周年記念事業

『新時代へのキックオフ』記念講演を開催
　本年設立５周年を迎える甲賀市工業会は、広く工業会を知っていただく機会として、また、日頃の
ご愛顧に感謝し、記念講演会を開催します。

●日　時　９月28日（金）
� 　18時～ 21時（開場17時15分）
●会　場　忍の里プララ　多目的ホール
� （甲賀市甲南町竜法師600番地）
●募集定員　300名
●入場料　　無料
●内　容
　《第一部》��佐々木則夫氏　記念講演
　　　　　『女子サッカー世界への飛躍』
　《第二部》�望月聡氏　トークライブ
●応�募条件　市内に居住または勤務する
満18歳以上の方（高校生不可）

　�※�応募は1名または2名とし、2名の場合は上
記条件を2名共満たす必要があります。

●応募方法
　　�甲賀市工業会のホームページよりお
申し込みいただくか、FAX、またはハ

ガキにて①参加希望人数（1名または
2名）②住所③氏名（ふりがな）・年齢※
2名の場合は２名共④車椅子席の希望・
介添え者数を記入の上、下記「記念講
演会」係までお送りください。

▶�参加希望人数が明記されていない場合
は「ご本人１名での参加希望」として受
け付けさせていただきます。
▶応募は一人１回のみとします。
▶�応募者多数の場合は抽選とし、当選者の
発表は９月６日頃までに「入場整理券」
の発送をもって代えさせていただきま
す。あらかじめご了承ください。

　※�都合により、講演者が変更になる場合があ
ります。

●応募締切　８月31日（金）�17時必着
　※�詳しくは、甲賀市工業会ホームページをご
覧ください。

〒528-8502
甲賀市役所商工政策課内�
甲賀市工業会「記念講演会」係
☎65-0709（平日９時〜 17時）
Fax63-4087

問い合わせ・講演会応募先

佐
さ

々
さ

木
き

則
のり

夫
お

氏 および 望
もち

月
づき

聡
さとる

氏　記念講演会

紫
香
楽
宮
の
写
真
・
出
土
品
展
示
と

歴
史
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

◎
企
画
展
示

「
聖
武
天
皇
と
紫
香
楽
宮
の
9
8
5
日
」

～
朕
、近
江
国
甲
賀
郡
紫
香
楽
村
ニ
行
幸
セ
ン
～

会
場	

あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル
展
示
室

会
期	

９
月
１
日（
土
）～
９
月
12
日（
水
）

	

（
月
曜
日
休
館
）

◎
歴
史
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
解
き
明
か
さ
れ
た

　
　
紫
香
楽
宮
の
実
像
と
謎
に
迫
る
」

日
時	

９
月
９
日（
日
）

	

13
時
30
分
～
16
時
20
分（
開
場
13
時
）

場
所	

あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル

■
子
ど
も
向
け
イ
ベ
ン
ト「
和
同
銭
を
造
ろ
う
」

日
時　
９
月
９
日（
日
）　
11
時
～
13
時
30
分

定
員　
先
着
20
名

参
加
費　

�

1
0
0
円（
材
料
費
）

※
鋳
造
し
た
お
金
は
１
枚
持
ち
帰
り

■
紫
香
楽
宮
ゆ
か
り
の
地
の
特
産
品
P
R
会

日
時　
９
月
９
日（
日
）　
11
時
～
13
時
30
分

　
今
年
は
、天
平
14
年（
西
暦
7
4
2
）

に
聖
武
天
皇
が
紫
香
楽
に
行
幸
し
て

か
ら
1
2
7
0
年
に
あ
た
り
、ま
た
、

宮
町
遺
跡
で
紫
香
楽
宮
を
確
認
す
る

た
め
の
発
掘
調
査
が
開
始
さ
れ
て
か

ら
30
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　
調
査
前
に
は
、短
期
間
の
仮
宮
と
考

え
ら
れ
て
い
た
紫
香
楽
宮
は
、�

発
掘

調
査
と
文
献
史
料
の
見
直
し
に
よ
っ

て
、広
域
で
想
像
を
は
る
か
に
越
え
た

規
模
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま

し
た
。

　
出
土
品
に
は
、『
万
葉
集
』編
纂
以
前

に
書
か
れ
た「
万
葉
歌
木
簡
」や
諸
国

か
ら
貢
納
し
て
い
た
荷
札
木
簡
な
ど

貴
重
な
発
見
が
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
、そ
の
成
果
を
広
く
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
、研
究
の
最
前
線
で

指
導
さ
れ
て
い
る
研
究
者
に
よ
る
歴

史
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
は
じ
め
、聖
武
天
皇

が
紫
香
楽
で
過
ご
し
た
9
8
5
日
間

を
示
す
出
土
品
や
写
真
パ
ネ
ル
を
展

示
し
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
、図
書
館
や
市
民
セ
ン
タ
ー
に
配
布
し
て
い
る

チ
ラ
シ
ま
た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
歴
史
文
化
財
課　
埋
蔵
文
化
財
係

　
☎
８
６
‐
８
０
２
６　
Fax
８
６
‐
８
２
１
６

《同時開催》

▲�長さをそろえ、丁寧に干される。大
きいと10kgほどにもなるユウガオ

▲�実は電動の機械を使い、30秒ほど
でけずられる

▲�ユウガオのワタはなつかしい
　旬の味
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巖
いわ
谷
や
小
さざ
波
なみ
文芸賞　特別賞受賞作家

マリーヌ・ペコニー氏
信楽高原鐵道
開業25周年記念事業

▲�フランス語訳で刊行された『小波御伽噺』
を手にするマリーヌ・ペコニー氏

　
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
本
格
的
な
巖
谷
小
波
研

究
お
よ
び『
小さ
ざ
な
み
お
と
ぎ
ば
な
し

波
御
伽
噺
』フ
ラ
ン
ス
語
訳
刊
行

の
功
績
が
評
価
さ
れ
、今
年
巖
谷
小
波
文
芸
賞

特
別
賞
を
受
賞
さ
れ
た
マ
リ
ー
ヌ・
ペ
コ
ニ
ー

氏
が
７
月
23
日
、巖
谷
家
の
故
郷
で
あ
る
水
口

を
訪
れ
、「
巖い
わ
谷や

一い
ち
六ろ
く・小
波
記
念
室
」や
巖
谷
一

六
旧
居
跡
な
ど
を
巡
り
ま
し
た
。

　
近
代
児
童
文
学
の
創
始
者
で
あ
る
巖
谷
小
波

は
、水
口
出
身
の
書
家
巖
谷
一
六
を
父
に
持
ち
、

水
口
と
深
い
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
。

　
記
念
室
で
職
員
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
、展

示
さ
れ
て
い
る
一
六
や
小
波
の
資
料
を
熱
心
に

見
学
さ
れ
、特
に
当
時
の
子
ど
も
た
ち
が
代
わ

る
代
わ
る
読
ん
で
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
っ
た
小
波
の

本
に
、歴
史
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
と
感
動

し
た
様
子
で
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
か
ら
巖い
わ

谷や

家
の

ふ
る
さ
と
を
訪
ね
て

　

７
月
30
日
か
ら
８
月
２
日
ま
で
の
間
、大

相
撲
三
保
ヶ
関
部
屋
の
力
士
に
よ
る
ふ
れ
あ

い
水
口
合
宿
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
部
屋
の
一
行
は
、水
口
ス
ポ
ー
ツ
の
森

ロ
ッ
ジ
で
合
宿
し
な
が
ら
、子
ど
も
た
ち
と

の
交
流
や
福
祉
施
設
の
訪
問
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

　
今
年
は
２
年
ぶ
り
の
開
催
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、朝
げ
い
こ
が
行
わ
れ
る
綾
野
小
学
校

に
は
早
朝
か
ら
多
く
の
市
民
が
詰
め
か
け
ま

し
た
。

　
ま
た
、練
習
の
終
わ
り
に
は
地
域
の
小
学

生
を
中
心
と
し
た
子
ど
も
た
ち
と
取
り
組
み

が
行
わ
れ
、豆
力
士
た
ち
は
、全
力
で
ぶ
つ

か
っ
て
も
全
く
歯
が
立
た
な
い
力
士
に
圧
倒

さ
れ
な
が
ら
も
、最
後
は
み
ん
な
で
力
を
合

わ
せ
て
勝
利
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

大
相
撲
力
士
に

　
　
　
　

豆
力
士
が
挑
戦

三保ヶ関部屋ふれあい水口合宿

▲参加した子どもたち全員で挑む

　
信
楽
高
原
鐵
道
開
業
25
周
年
を
記
念
し
た
ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車
が
７
月
29
日
か
ら
運
行
を
開
始

し
、同
日
、出
発
式
が
信
楽
駅
構
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、び
わ
湖
放
送
で
お
な
じ
み
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、知
っ
た
か
ぶ
り
カ
イ
ツ
ブ
リ
と
一
緒

に
記
念
列
車
に
乗
る「
カ
イ
ツ
ブ
リ
」列
車
の
運
行
や
駅

前
広
場
で
の
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
、多
く
の
親
子
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

　
記
念
列
車
は
、甲
賀
市
で
知
名
度
の
高
い「
信
楽
」「
甲

賀
流
忍
者
」「
東
海
道
の
宿
場
」を
一
体
的
に
取
り
入
れ

た
デ
ザ
イ
ン
で
、成
安
造
形
大
学
２
年
生
の
田た

渕ぶ
ち

真ま

喜き

さ
ん
と
同
３
年
生
の
川か
わ
又ま
た
江え

梨り

花か

さ
ん
が
考
案
し
ま
し

た
。

　
今
後
、新
た
な
観
光
資
源
と
し
て
、ま
た
、親
し
み
を

持
た
れ
る
公
共
交
通
と
し
て
活
躍
し
ま
す
。

　せせらぎ苑で７月29日に開催された夏祭りで、
甲南第一小学校５年生12名が、恒例のステージ発
表や似顔絵入りのうちわの配付を行い、入所者の
方と交流しました。
　ダンスなど多彩な発表が行われるステージの
トップバッターとして、リコーダーやピアノ演奏、
マジックで会場を盛り上げました。その後、「いつ
までもお元気で」という言葉を添えたうちわに、そ
の場で似顔絵を描いてプレゼントし、交流を行い

ました。
　入所者の方は、
練習を重ねた美し
いハーモニーに耳
を傾け、また、特徴
を捉えたかわいら
しい似顔絵に目を
細めていました。

夏祭りの
　出し物を通して交流ラ

ッ
ピ
ン
グ
列
車
が
運
行
開
始　

▲ユニークなデザインのラッピング列車

◀�似顔絵入りのうちわを
　プレゼント

甲南第一小学校

７ 月23日 か
ら24日にかけ
て、甲賀町鳥居
野の大鳥神社の
古式大祭である
「大原祇園」が行
われました。
県の無形民俗
文化財に指定さ
れているこの祭りは、市内各地で行われる「祇園花行事」
の中で最も大規模で、内容も激しいことから「けんか祭
り」とも言われています。
23日の宵宮では、美しい透かし彫りを施された木製の

「灯籠」が各地より行列となって大鳥神社に集まり、それ
を境内で掛け声に合わせてぶつけ合います。激しく壊
れる灯籠に歓声が上がっていました。
また、24日に行われた「花

はな
奪
ば
い」では、真っ赤な造花を

付けた「花
はな
蓋
がさ
」が楼門前を駆け抜け、警護の男衆に激しく

叩かれ倒されると、厄祓いになると言われている花を、
参集された人々がもみ合うようにして取り合っていま
した。

切
り
紙
で
地
域
に
ゆ
か
り
の
武
将
や
、自
分
の
家
の
家
紋
を
作
成
し
、そ
れ
を
貼
り
付
け
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
う
ち
わ
を
作
る
教
室
が
、水
口
歴
史
民
俗
資
料
館
と
土
山
歴
史
民
俗
資
料
館
で
そ
れ

ぞ
れ
７
月
28
日
、８
月
４
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
、家
紋
を
知
る
こ
と
で
家
や
地

域
の
歴
史
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
市
教

育
委
員
会
と
資
料
館
が
小
学
生
を
対
象
に
企
画

し
た
も
の
で
す
。

水
口
藩
主
加
藤
家
の
家
紋「
下
が
り
藤
」を
は

じ
め
、各
家
の
家
紋
な
ど
３
種
類
の
切
り
紙
に

挑
戦
し
、子
ど
も
た
ち
は
、様
々
な
文
様
の
家
紋

に
歴
史
を
感
じ
取
っ
て
い
ま
し
た
。

伝承されてきた「けんか祭り」き
り
が
み
で
家
紋
う
ち
わ
を
つ
く
ろ
う

2012夏休みこども教室

大原祇園祭

▲車の車輪を図案化した家紋「源氏車」に挑戦

▲本殿前で激しく灯籠をぶつけ合う
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15～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳

スポーツみんなでスポーツみんなでスポーツみんなで

スポ
ーツ推

進委員のコーナー

交
通
事
故
ゼ
ロ
へ
の
道

　
年
齢
的
に
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
る
自
信

が
無
か
っ
た
り
、腰
や
ひ
ざ
の
調
子
が

悪
か
っ
た
り
す
る
方
に
ぜ
ひ
腰
割
り
を

お
勧
め
し
ま
す
。

　

腰
割
り
と
は
、相
撲
で
四
股
を
踏
む

時
の
体
勢
で
、股
関
節
の
周
り
に
あ
る

お
尻
や
太
も
も
の
筋
肉
、腰
、ひ
ざ
に
効

果
的
で
す
。
昔
か
ら
相
撲
取
り
に
腰
痛

は
少
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

１
．
腰
割
り
の
動
作

　

肩
幅
よ
り
広
く
、足
先
を
外
向
け
に

立
ち
、背
筋
を
伸

ば
し
て
そ
の
ま
ま

腰
を
自
分
の
落
と

せ
る
と
こ
ろ
ま
で

下
げ
て
く
だ
さ

い
。
ポ
イ
ン
ト

は
、ひ
ざ
が
内
側

に
入
ら
な
い
こ

と
、ひ
ざ
と
つ
ま

先
の
方
向
が
同
じ

で
あ
る
こ
と
で
す
。
ひ
ざ
に
手
を
置
き

腰
の
上
げ
下
ろ
し
を
繰
り
返
し
ま
す
。

腰
の
上
げ
下
げ
は
５
秒
程
度
が
目
安
で

す
。

２
．
肩
入
れ
の
動
作

　

腰
割
り
の
姿
勢
で
背
中・
首
筋
を
伸

ば
す
肩
入
れ
も
効
果
的
で
す
。
腰
割
り

の
体
勢
で
ひ
ざ
に
手
を
置
き
、右
肩
を

下
の
方
向
へ
引
き
下
げ
ま
す
。
こ
の
時

背
筋
を
伸
ば
し
、体
を
少
し
ね
じ
っ
て

く
だ
さ
い
。
次
に
左
肩
を
。
こ
の
時
も

上
下
運
動
は
忘
れ
ず
に
。

　
回
数
の
目
安
は
、腰
割
り
10
回
、肩
入

れ
右・
左
各
10
回
で
す
。
最
初
は
無
理

を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
浅
く
て
も
十

分
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
腰
割
り
を
続
け
な
が
ら
自
分
に
合
う

楽
し
く
長
続
き
す
る
ス
ポ
ー
ツ
を
探
し

ま
し
ょ
う
。

　
ス
ポ
ー
ツ
の
こ
と
で
何
か
ご
相
談
が

あ
り
ま
し
た
ら
、お
気
軽
に
声
を
か
け

て
く
だ
さ
い
。
連
絡
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。問

い
合
わ
せ

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係☎

８
６
‐
８
０
２
３

Fax
８
６
‐
８
３
８
０

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
た
め
に

腰
、ひ
ざ
の
不
安
を
解
消
し
よ
う

　皆さんは、朝ごはんを食べていますか。朝ごはんを食べないと、体や脳が正常に働かず、疲れやすくな
ります。また、体脂肪をためやすくなるなどの悪影響も出ます。

朝ごはんを「ほとんど毎日食べている」人（性・年齢別）の割合
　調査の結果、甲賀市では特に20歳代の男
女、30歳代の男性で、朝ごはんを「ほとんど
毎日食べている」人の割合が低い事が分か
りました。朝ごはんを食べない人の理由と
しては、男性では、「食欲がわかない」や朝食
を摂らない方が「自分の体調にあってい
る」、女性では、「時間がない」などの理由が
多くありました。

〜平成21年度 滋賀の健康・栄養マップ調査結果より〜
「朝ごはんを食べていますか」

スポーツのことならスポーツ推進委員に !

①朝起きてお腹がすいている状態にしましょう
　朝起きた時に「お腹がすいた」と感じられるように早
起きをし、夕食は早めにすませましょう。

②深酒は避けましょう
　過度の飲酒は、翌朝目覚めが悪くなり食欲もわきま
せん。飲み過ぎに注意しましょう。
　適量は、ビールなら中ビン1本（500ml）、日本酒なら
1合（180ml）です。

③朝は時間がない、面倒だという方へ
　まずは、ごはん＋前日の残り物や納豆、海苔など簡単
なおかずで大丈夫です。和食は、作り置きできるおか
ずが豊富です。上手に使いましょう。

④朝から食事はどうしても食べられないという方へ
　固形物が食べられなくても、まずは牛乳、野菜ジュー
スなど水分を摂ることから始めてみましょう。
　胃腸が刺激されて、食欲が出やすくなります。

★ しっかり朝ごはんを食べるためには ★

～
高
齢
者
を
事
故
か
ら
守
る
た
め
に
～

　
自
動
車
を
運
転
し
て
い
る
時
は
、さ
ま
ざ
ま
な
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
に
な
り

ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
が
い
く
ら
安
全
運
転
を
心
が
け
て
い
て
も
、思
わ
ぬ
事
故

の
加
害
者
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
特
に
、高
齢
者
の
方
に
対
す
る
配
慮
も

交
通
事
故
ゼ
ロ
の
た
め
に
大
切
な
こ
と
で
す
。

　
高
齢
者
の
方
も
同
じ
道
路
で
自
動
車
や
バ

イ
ク
、自
転
車
を
運
転
さ
れ
て
い
ま
す
。
自

動
車
で
の
ノ
ロ
ノ
ロ
運
転
や
、道
路
の
真
ん

中
を
バ
イ
ク
や
自
転
車
で
走
っ
て
お
ら
れ
る

高
齢
者
に
出
会
っ
た
経
験
は
誰
に
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　
ま
た
、歩
行
者
と
し
て
杖
を
利
用
し
た
り
、

手
押
し
車
を
使
っ
た
り
す
る
高
齢
者
の
方
も

あ
り
ま
す
。
市
街
地
で
は
比
較
的
信
号
機
や

横
断
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、信
号

の
色
に
関
わ
ら
ず
横
断
す
る
人
や
、車
の
確

認
を
し
な
い
ま
ま
車
道
へ
入
ろ
う
と
す
る
人

も
い
ま
す
。

■
若
い
と
思
っ
て
い
て
も
…
…

　

人
の
能
力
は
、多
少
の
個
人
差
は
あ
る
も

の
の
、20
歳
代
か
ら
30
歳
代
前
半
を
境
に
し

て
下
降
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
若
い
と

き
に
は
普
通
に
で
き
た
こ
と
も
、年
齢
を
重

ね
る
と
共
に
で
き
に
く
く
な
る
の
が
普
通
で

す
。

　
高
齢
者
の
方
の
運
転
や
歩
行
も
同
じ
こ
と

で
す
。
来
て
い
る
は
ず
の
車
に
気
が
付
か
な

か
っ
た
り
、遅
い
ス
ピ
ー
ド
が
い
つ
も
の
ス

ピ
ー
ド
に
な
っ
て
い
た
り
し
ま
す
。

■
運
転
は
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
持
っ
て

　

お
年
寄
り
を
見
か
け
れ
ば
、交
通
ル
ー
ル

を
守
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、思
い
や
り
の
気
持

ち
を
も
っ
て
、注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ク
ラ

ク
シ
ョ
ン
を
鳴
ら
す
よ
り
も
、お
互
い
安
全

な
ス
ピ
ー
ド
に
抑
え
る
こ
と
が
高
齢
者
を
交

通
事
故
か
ら
守
る
こ
と
へ
つ
な
が
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
生
活
環
境
課　
生
活
交
通
係

　
☎
６
５
‐
０
６
８
６　
Fax
６
３
‐
４
５
８
２健康推進課　健康政策係　☎65-0703　 Fax63-4591問い合わせ

～ 持続可能なまちをめざして ～

始めようエコ通勤！（環境配慮・公共交通利用通勤）

　甲賀市内には、ＪＲ草津線・信楽高
原鐵道・近江鉄道・帝産バス・コミュニ
ティバスなどの公共交通機関があり、
通勤・通学など様々な目的における移
動手段として日々ご利用いただいて
いますが、近年では車社会の進展や人
口減少などの要因により、その利用者
が減少している状況です。
　公共交通機関の維持、さらにその利
便性の向上のためには、何よりも利用
者の増加が重要となってきます。ま
た、公共交通機関の利用は、二酸化炭

素の排出削減から自然環境の保持に
もつながります。
　市では、７月１日から管理職などが
公共交通機関や徒歩、自動車を利用し
た通勤の実証試験を始めました。
　今後、その効果や課題を検討し、全
庁的な取り組みも考慮していくこと
としています。
　市内の公共交通機関をより便利に
していくため、皆さんも環境にやさし
い電車やバスを積極的にご利用くだ
さい。

政策推進室  交通政策係
  ☎65-0672　Fax63-4554問い合わせ

ヘ ル ス ア ッ プ 通 信

▲腰割り

職員エコ通勤（ＳＫＲ利用）

職員エコ通勤（コミュニティバス利用）

▲肩入れ
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　  募　集
弦楽器ワークショップ参加者募集
●日時／9月29日（土）13時～15時、
9月30日（日）10時～12時、15時～
16時30分（ステージ発表）
　初心者向けのワークショップです。
2日間の締めくくりに「サザナミ記念
アンサンブル定期演奏会」に、ゲスト
出演者としてステージ発表します。（9
月30日（日）15時開演�入場無料）
●指導／鈴木博詞（バイオリン奏者）他
●参加費／1,000円
●参加対象／バイオリン、ビオラ、チェロ
の初心者。またはこれらを触ったことが
ない方。※経験者、中学生以下対象外。
●定員／バイオリン12名、ビオラ5
名、チェロ3名
●申込締切／9月12日（水）まで先着
順で受け付け。定員になり次第終了。
碧水ホールへ電話、FAX、E-mailい
ずれかでお申し込みください
●お申込みに必要な内容／参加者の
お名前、住所、年齢、電話番号
会場・問／碧水ホール

63-2006／Fax63-0752
E-mail:hekisuih@city.koka.lg.jp
（受付時間9時～17時　月曜休館）

サントピア水口　勤労青少年ホーム
秋の教室受講生募集
◎英会話教室
●日時／9月12日～11月28日　毎
週水曜��全12回��19時～21時
●定員／10名
●受講費／2,700円
◎メッセージカード＆クリスマスカー
ドetc手書きに挑戦 教室
●日時／9月12日～11月7日　隔週
水曜　全5回　19時～21時
●定員／10名
●受講費／1,500円
◎エアロビクス教室
●日時／9月13日～11月29日　毎
週木曜��全12回��19時～20時
●定員／50名
●受講費／1,950円（保険代含む）
◎木曜日の陶芸教室
●日時／9月13、27日、10月25日、
11月8日　全4回　19時～21時

●定員／10名
●受講費／6,400円
◎料理教室
●日時／9月14日（金）～12月7日（金）
（11/23は休み）全12回��19時～21時
●定員／20名
●受講費／9,300円
◎パワーヨガ教室
●日時／9月14日（金）～12月7日（金）
（11/23は休み）全12回��19時～21時
●定員／23名
●受講費／1,300円
◎金曜日の陶芸教室
●日時／9月14、21日、10月12、19
日　全4回　19時～21時
●定員／10名
●受講費／6,400円
●申込期間／8月15日（水）～29日（水）
（土日は除く。受付時間は9時～21時）
●申込場所／サントピア水口　勤労
青少年ホーム窓口（電話、代理での申
し込みは不可）
●対象／平成24年4月1日現在で15歳
以上35歳以下の方（中高校生は除く）
申し込みに必要なもの等、詳しくは下記まで
問・申／勤労青少年ホーム

63-2952／Fax63-6788

男のうまみ教室
　軽やか＆かっこいいをめざして毎日
の生活を見直してみませんか？運動あ
り、調理実習ありの教室です。
●日時／①9月8日（土）〈調理〉②11
月17日（土）〈運動〉③1月12日（土）
〈調理〉　9時30分～12時30分頃予定
※計3回、途中参加可能
●場所／①②水口保健センター②甲
賀保健センター（甲賀創健館）
●内容／調理実習/運動実技
●対象／成人（男性）
●定員／16名
●持ち物／筆記用具・エプロン・三角
巾・300円（材料費）
●申込締切／1回目は8月31日（金）
問・申／健康推進課　健康増進係

65-0737／Fax63-4591

シルバー体操教室
●日時／9月7日～10月19日　13時
30分～15時　毎週金曜日（9月28日

除く）、全6回
●場所／岩上体育館
●指導者／スポーツ指導員
●内容／シルバー世代を対象とした
体操やニュースポーツ
●定員／15名（おおむね60歳以上の方）
●申込締切／8月31日
●参加費／1,300円（保険料含む）
申・問／岩上体育館

63-7040

国際交流フェスタ実行委員募集
　12月2日（日）に開催する甲賀市最
大の国際交流イベントの実行委員と
なって一緒に企画しフェスタを盛り上
げませんか。
実行委員会開催
●日時／９月8日（土）　17時～19時
●場所／自主活動センターきずな
問・申　甲賀市国際交流協会

／Fax　63-8728

普通救命講習Ⅰ受講者募集
●日時／９月１３日（木）
１３時１５分～１６時３０分（受付１３時～）
●場所／信楽中央公民館（信楽開発センター）
●内容／心肺蘇生、ＡＥＤを使用した
救命処置ほか
●定員／先着２０名
●募集期間／８月１５日（水）～３１日（金）
●応募方法／信楽消防署に直接おこし
いただくか、電話にて対応いたします。
※当日は甲賀防火保安協会第4支部
と合同の講習となります。
問／信楽消防署

82-0119

美味しく学んですっきり教室
●日時／９月３日（月）　９時～１２時
●場所／甲賀保健センター（甲賀創健館）
●内容／生活習慣病や栄養に関する
基礎知識、お手軽な運動実技
●対象／１９歳～６４歳の甲賀市民
●定員／先着２０名
●持ち物／参加費200円�（材料費）、
筆記用具、動きやすい服装
●申込締切／8月27日（月）まで
問／健康推進課　健康増進係

65-0737／Fax63-4591

催　し
みなくち子どもの森
きまぐれ「しぜんさんぽ」
●日時／8月25日（土）14時～約1時間
●集合／みなくち子どもの森自然館前
●内容／短時間の自然観察ガイド、セ
ミの脱け殻さがしなどを予定
●定員／先着15名
※申込不要、費用無料、小雨決行
問／みなくち子どもの森自然館

63-6712／Fax63-0466

「にんくる土曜塾」
●日時／9月8日（土）10時～11時30分
●場所／にんくる児童館（相模教育集会所）
●内容／ブンブンまわるブンブンゴ
マ�きれいに飾り付けをしよう
●定員／先着15名
●申込締切／9月5日（水）
申・問／にんくる児童館

88-5692／Fax88-5696

ミュージック・ライヴ at ツチヤマ
Vol.2夏：ポップス・ジャズ
＆アニメソング
～ハモンドオルガンの魅力～
　太陽にほえろ！から名探偵コナンま
で、効果音楽にも大活躍のハモンドオ
ルガンにせまります。
●日時／9月2日（日）14時開演
●出演／ハモンドオルガン：河

かわ
合
い
代
だい
介
すけ

ドラム：光
みつ
田
だ
臣
じん

●会場／あいの土山文化ホール
●入場料金／1,000円（当日200円増）
主催・問／あいの土山文化ホール

66-1602／Fax66-1603

鹿深車イスDE
ウォーキング2012
●日時／9月29日（土）9時30分～
14時（受付9時～）
《雨天の場合は内容を変更して実施》
●内容／5コースに分かれ、「災害・防
災」に視点をおき、湖南市石部町内を
車イスで歩く
●集合場所／湖南市石部文化ホール
●対象／中学生以上（小学生以下は

保護者同伴で参加）
●定員／23チーム（先着順）1チーム
3～4人。1人でも参加可
●参加費／500円（軽食代・行事用傷
害保険代）（小学生以下無料）
●申込締切／9月14日（金）
申・問／甲賀・湖南人権センター（あ
すぱる甲賀）

65-4020／Fax65-4021

お知らせ
人権教育連続セミナー
■第3回（6月19日台風のため延期分）
●日時／8月31日（金）19時30分～21時
●場所／かふか生涯学習館
●内容／講演『仕事作りが私の仕事』
●講師／植

うえ
並
なみ
鈴
すず
枝
え
さん（C-STEP（社）

おおさか人材雇用開発人材センター）
■第7回
●日時／9月26日（水）19時30分～21時
●場所／碧水ホール
●内容／講演『もう一人では泣かせな
い』―引きこもりだった三人が送る
「心の授業」―
●講師／J

ジ ェ リ ー ビ ー ン ズ
ERRYBEANSさん（NPO

法人�マイペースプロジェクト）

甲賀市福祉と人権の
まちづくり研修会
●日時／8月22日（水）19時30分～21時
●場所／忍の里プララ
●内容／講演『誰もが住みやすいまち
をめざして』
●講師／江

え
嶋
じま
修
しゅう
作
さく
さん（解放社会学

研究所所長）

第６回甲賀市人権教育研究大会
大会テーマ　いのち輝く未来のために
●日時／9月9日（日）13時30分～16時
●場所／あいの土山文化ホール
●内容／実践発表：地域、学校・園
講演：『震災の中の心のふれあい』　
講師　�宮城県石巻市西光寺副住職　

樋
ひ
口
ぐち
伸
しん
生
しょう
さん

※上記セミナー、研修会、研究大会全
て参加無料。手話通訳あり。人権教育
研究大会のみ要約筆記もあり。
問／人権推進課

65-0693／Fax63-4582

連続講座「あいこうか歴史塾」
●日時／第6回：9月16日（日）13時
30分～15時
●場所／水口図書館2階資料室
●講師　岩

いわ
城
き
卓
たく
二
じ
氏（京都大学人文

科学研究所准教授）
●演題／「水口藩加藤家の大坂加番役」
●受講料／300円
●定員／80名（申込不要）
※講座終了後、資料館職員による「加
藤家文書の世界」展の展示解説を行
います。
問／歴史文化財課市史編さん室

86-8075／Fax86-8216

水口会場での集団検診の
申し込みが始まります
●対象者／40歳以上の甲賀市民（子
宮頸がんは30歳以上）
※乳がん・子宮頸がんは、昨年受診さ
れた方は公費負担での受診はできま
せん。
●健診内容／がんセット検診（胃＋肺
＋大腸）、女性のがん検診（乳＋子宮頸
がん）、胃がん、肺がん、大腸がん、乳
がん、子宮頸がん
●注意事項／集団検診は過去の病歴
や現在の症状、状況によって受診できな
い事項があります。日程や詳細は、健診
（検診）カレンダーP11～12、P19～20
をご覧ください。
●申込期間／9月4日（火）～9月7日
（金）9時～17時
電話または窓口にてお申し込みくだ
さい（大腸は窓口のみ）。なお、9月4
日のみ窓口申し込みは20時まで受け
付けます。
申・問／健康推進課　健康増進係

（水口保健センター内）
65-0737／Fax63-4591

ポリオ集団予防接種を中止します
　ポリオ予防接種は9月から市内医療
機関での個別接種となるため、9・10
月に予定していました集団予防接種
を中止します。対象となる方には接種
方法などについて個別に通知します。
問／健康推進課　母子保健係

65-0736／Fax63-4591
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子育て情報 ９月

■�乳幼児期の子どもを持つ保護者の方が、親子の絆を
深め心豊かな子どもを育てていくことを応援するた
め、市内の施設でいろいろな事業を行っています。

※�参加対象は市内の未就学児とその保護者です。どの地域
の活動にも参加していただけます。
※講座の詳しい内容は各担当にお問い合わせください。

■�皆さんの子育てを応援する子育て支援セ
ンターでは、いろいろな子育て支援事業を
行っています。
　�　市内在住の未就園児とその保護者の方
が対象です。お気軽にご利用ください。

電話／ FAX 利用時間
水口子育て支援センター 65-5511 月～土�9:00 ～ 17:00
土山子育て支援センター 66-0375／− 月～金�9:00 ～ 17:00
甲賀子育て支援センター 88-8115／88-8145 火～土�9:00 ～ 17:00
甲南子育て支援センター 86-0949 月～金�9:00 ～ 17:00
信楽子育て支援センター 82-2799 火～土�9:00 ～ 17:00

子育て情報 ９月

家庭教育支援事業
こども未来課
問・申／ 86-8171／Fax86-8380
★はじめまして親子講座（3回講座）
①『ベビーマッサージ見学または受講』
②『簡単手作り～フォトフレーム～』
③『らっこだっこぎゅっと～赤ちゃんと遊ぼう～』
●日時・場所／
①11日（火）かえで会館（甲南）
②18日（火）甲賀市役所甲南庁舎 3階和室
③28日（金）　　　　〃
※①～③共に10:30～11:30
●対象／妊婦および産後7か月までの初産の方
●定員／要申込・8名
●材料費／②のみ材料費50円

★ベビーマッサージ講座
●日時／11日（火）10:30～11:30
●場所／かえで会館（甲南町）
●対象／7か月未満児とその保護者
●定員／要申込・15組
●持ち物／バスタオル
※「はじめまして親子講座」との併用可

★親子ふれあい運動広場
●日時／19日（水）10:30～11:45
※荒天の場合は代替日を26日に予定しています。
●場所／岩上体育館
●対象／1歳半～未就園児とその保護者
●定員／25組（要申込）
●参加費／親子一組200円
●持ち物／体育館シューズ（親子共）、タ
オル、お茶

★乳幼児おはなし広場
　（同じ内容で２回開催）
●日時／25日(火)�10:30～10:50
� � 11:00～11:20
●場所／水口図書館
●対象／0・1・2歳児とその保護者

児童館事業
★にんくる子育て広場

『ポンポン太鼓をつくろう！』
問・申／ 88-5692／Fax88-5696
●日時／21日（金）10：30～11：30

●場所／にんくる児童館（相模教育集会所）
●定員／10組（要申込）
※申込み締め切りは9／18（火）まで

★かえで子育て広場
『こどものスキンケア講座』

問・申／ 86-4363
●日時／20日（木）10：30～11：30
●場所／かえで会館学習室
●定員／15組（要申込）
●持ち物／タオル・水筒

★たけのこ子育て広場『のびっこ』
『3児童館交流事業・ふれあいあそび』
問・申／ 82-2361／Fax82-3616
●日時／10日（月）10：30～11：30
●場所／かえで会館
●定員／20組（未就学児と保護者）

子育て広場
《あかちゃんひろば》…対象）０～ 1歳の未就園児とその保護者
場所 日 時間 内容・対象・持ち物・その他

水口 18日(火)

10:00 ～
11:30

土山 � 6日(木)

甲賀 � 7日(金)

甲南 ①13日（木）
②21日（金）

対①6か月まで
　②7か月～ 1歳

信楽 � 6日(木）

《キッズランド》絵の具あそび…対象）２歳半以上の未就園児とその保護者
場所 日 時間 内容・持ち物・その他
水口 � 4日(火)

10:00 ～ 11:30 持 汚れてもよい服装（親子
共）、タオル、着替え

土山 � 6日(木)
甲賀 18日(火)
甲南 � 7日(金)
信楽 � 7日(金)

《ぴょんぴょんひろば》…対象）１～ 2歳半の未就園児とその保護者
場所 日 時間 内容・対象・持ち物・その他

水口 11日(火)

10:00 ～
11:30

土山 19日(水)

甲賀 � 4日(火) 内敬老の日のプレゼント作り　
持はさみ・のり

甲南 ①11日(火)
②25日(火)

対①1歳～ 1歳8か月頃
　②1歳9か月～ 2歳半頃

信楽 ①11日（火）
②25日（火）

対 ①１歳～１歳８か月②１歳９か月～２歳５か月
内 絵の具あそび　持 汚れてもよい服装・タオル
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平成25年度　私立幼稚園・認定こども園　入園説明会のお知らせ
水口幼稚園 ９月１日（土）　10：30～ 12：00　� ☎62-0329
甲南幼稚園 ９月２日（日）　15：30～（１回目）・18：30～（２回目） ☎86-8088�

貴生川認定こども園（短時部・長時部） ９月２日（日）　13：00～（１回目）・16：00～（２回目） ☎62-8188
※貴生川認定こども園の説明会に参加できない方は、甲南幼稚園の２回目に参加できます。

各子育て支援センター事業
事業名 日 時間 対象・内容・持ち物・その他

水　
口

あかちゃんルーム 3・10・24日（月） 13:30 ～ 15:00 対 3日：H24年4月生、10日：H24年5月生、24日：H24年6月生　他 10日：ベビーマッサージ
おしゃべり会
〜親子でふれあいあそび〜 6日（木） 10:00 ～ 11:30 対 H22年9月～H23年3月生　内 子どもへのかかわり方　他 要申込・先着10組

リフレッシュタイム
「フラダンス」 25日（火） 10:00 ～ 11:00 対未就園児の保護者　他要申込・先着15組・託児有

出前ひろば 27日（木） 10:00 ～ 11:30 内散歩に出かけよう　場貴生川公民館

土　
山

あかちゃんルーム 3・10日（月） 13:30 ～ 15:00 対平成24年４月～６月生　内はじめての出会い・情報交換
出前ひろば
〜おひさまポケット〜 11日（火） 11:00 ～ 11:30

園であそぼう 13日（木） 10:00 ～ 11:30 対 1歳半以上の未就園児とその保護者　場土山にこにこ園
子育て講習「大切にしたい
子どものこころ」 21日（金） 10:30 ～ 11:30 他要申込　託児有（10組）

チャチャっ子運動会 26日（水） 10:00 ～ 11:30 対 1歳半以上の未就園児とその保護者　場 土山森林文化ホール　他 要申込
（申し込み多数の場合は抽選）　持上靴

甲　
賀

あかちゃんルーム 14・21日（金） 10:00 ～ 11:30 対 0 ～ 1歳まで　
園であそぼう 6日（木）・12日（水）10:00 ～ 11:30 場 6日：大原にこにこ園、12日：甲賀西保育園　持上履き
出前ひろば 11日（火） 10:00 ～ 11:30 場にんくる児童館

甲 

南

おはなし会 6日（木） 11:00 ～ 11:15 他 9:30 ～ 11:30のオープンルーム内で　
出前ひろば 14日（金） 10:00 ～ 11:30 場忍の里プララ
リフレッシュタイム「アロマ」 18日（火） 13:30 ～ 15:00 対未就園児の保護者　他要予約・託児有（詳細は別紙案内）

信　
楽

じいじ＆ばあばとあそぼう
ひろば「プレゼント作り」 12日（水） 10:00 ～ 11:30 対未就園児とその祖父母

出前ひろば 14日（金）・26日（水）10:00 ～ 11:30 対 14日：長野・畑・田代地区、26日：小原・多羅尾地区　
場 14日：谷川会館、26日：柞原会館

おとうさんとあそぼうひ
ろば「ふれあいあそび」 15日（土） 10:00 ～ 11:30 対未就園児とその父親

おはなし会
〜絵本を楽しもう〜 20日（木） 10:30 ～ 11:30 対 1歳6か月以上

※「ほっこりルーム」「オープンルーム」については、各センターにお問い合わせいただくか、各「支援センターだより」をご覧ください。

場：�場所�(場所の記載がないものは各支援センターで行います)
日時：�開催日・時間　
対：�対象�(年齢等の記載がないものは未就園児とその保護者です)
持：�持ち物�(記載がないものは特別に準備するものはありません)
　�※�お茶、バスタオル、タオル、着替え、帽子、おむつ、手ふきなど

は必要に応じてお持ちください
他：�申込・定員�(記載がないものは申し込みは不要です)その他
内：�内容
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催し

1 土 14:00～14:30 おはなし会
15 土 14:00～14:30 おはなし会

25 火 ①10:30～10:50
②11:00～11:20

おはなし会　
＊乳幼児向け

移動図書館 	 地域	 小学校

3 月 松尾・岩上方面 　
4 火 柏木・伴谷方面 柏木小学校
5 水 伴谷方面 伴谷小学校
10 月 　 綾野小学校
11 火 貴生川方面 貴生川小学校
12 水 　 水口小学校
18 火 　 伴谷東小学校

催し

7 金 13:30～15:30 対面朗読　
＊事前予約要

8 土 11:00～11:30 おはなし会　
＊乳幼児向け

16 日 11:00～12：45 おやこでえいがかい
「アンネの日記」

16 日 14:00～16：25 ふるる日曜名画座
「グッドフェローズ」

21 金 13:30～15:30 対面朗読　
＊事前予約要

22 土 14:00～14:30 おはなしたまてばこ
おはなしかい

28 金 14:00～14:20 紙芝居を楽しもう

移動図書館 	 	 小学校

5 水 甲南第三小学校

催し

8 土 14:00～14:30 おはなし会

22 土 14:00～14:30 おはなし会

移動図書館 	 	 小学校

12 水 長休み 山内小学校

12 水 昼休み 鮎河小学校

催し

6 木 11:00～11:30 おはなし会　
＊乳幼児向け

8 土 15:00～16:00 おはなし会

14 金 19:30～21:00
（開場 19：00）

フルート・マリンバ・
ピアノによるオー
タムコンサート

22 土 15:00～16:00 おはなし会

移動図書館 	 	 小学校

13 木 多羅尾小学校

14 金 朝宮小学校

19 水 雲井小学校

20 木 信楽小学校

21 金 小原小学校

催し

8 土 14:00～15:00 おはなし会と工作

22 土 11:00～11:30 おはなし会

23 日 14:00～15:50 日曜映画会
「ウィニング・パス」

24 月 11:00～11:30 おはなし会　
＊乳幼児向け

移動図書館 	 地域	 小学校

4 火 佐山学区 佐山小学校

11 火 大原学区 大原小学校

18 火 油日学区 油日小学校

25 火 佐山学区 佐山小学校

水
口
図
書
館

甲
南
図
書
交
流
館

土
山
図
書
館

信
楽
図
書
館

甲
賀
図
書
情
報
館

日 月 火 水 木 金 土

1
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23 24 25 26 27 28 29
30

日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
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30

日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
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30

日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30

日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30

開館時間：10：00～18：00
☎63-7400  Fax63-4737

開館時間：10：00～18：00
　　　　（金曜日は21：00まで）
☎86-1504  Fax86-1505

開館時間：10：00～18：00
☎66-1056  Fax66-1067

開館時間：10：00～18：00
☎82-0320  Fax82-3921

開館時間：10：00～18：00
☎88-7246  Fax88-7005

9月図書館だより

甲賀市図書館ホームページ
http://lib.city.koka.shiga.jp/

まだまだ暑さの厳しい日が続きま
すが、いかがお過ごしですか。昨年
に引き続き、今年も電力不足を避け
るため、皆さんのご家庭でも節電を
意識した取り組みをされていると思
います。
今夏、公民館・図書館では、「クー

ル寺子屋」として場所を提供し、小
学生・中学生・高校生の自主学習を
支援しています。図書館においては、
通常の利用の範囲の中で、涼しい学
習環境を提供しますので、読書や自
由研究、調べもの学習などでご利用
ください。
�また、図書館には、電気を使わず

に夏を涼しく過ごすためのアイデア
が書かれた本など、節電の夏を快適
に過ごすための工夫が書かれた本も
ありますので、どうぞご利用ください。

＊移動図書館は都合により変更になる場合があります。詳しくは各図書館にお問い合わせください。

らいぶ らりん

●：休館日　〇：閉館作業日
　：特別整理休館日　

相

談

コ

ー

ナ

ー

9月

■人権なんでも相談
　法務大臣が委嘱した人権擁護委員が、日常
生活での悩みごとや心配ごとのほか、地域や
職場でのトラブルや差別など、様々な相談に
応じます。申し込みは不要です。

開催日／場所
◦ 3日（月）  甲賀大原地域市民センター1階 

 第1相談室
◦ 5日（水） 土山開発センター2階談話室
◦ 13日（木）  水口社会福祉センター2階相談室
◦ 14日（金） 信楽開発センター1階会議室F
◦ 18日（火） 甲南庁舎2階団体室
時間／13：30～16：00
問／人権推進課　☎65-0694　Fax63-4582

■男女の悩みごと相談
　家庭や地域・職場での人間関係、男女間の
トラブルなど、暮らしの中での様々な悩みごと
に応じます。

相談窓口／☎65-0751

開催日／
◦    3日（月）・  5日（水）・  7日（金）
　10日（月）・12日（水）・14日（金）
　19日（水）・21日（金）・24日（月）
　26日（水）・28日（金）
場所／水口庁舎１階人権推進課内相談室
時間／９：00～16：00
※ 相談方法：電話または面接相談（面接相談

は事前予約が必要）
問／人権推進課　☎65-0695　Fax63-4582

■行政相談
　総務省が委嘱した行政相談委員が国の仕事
や特殊法人の業務について相談に応じます。申
し込みは不要です。

滋賀行政評価事務所「行政苦情110番」
	 	 ☎0570-090110
	 	 Fax077-525-1149

開催日／場所
◦ 3日（月） 水口社会福祉センター
◦ 5日（水） 土山開発センター
◦ 13日（木） かふか生涯学習館
◦ 19日（水） 信楽開発センター
◦ 21日（金） 甲賀市市民福祉活動センター 相談室
時間／13：30～16：00
問／生活環境課	 ☎65-0686　Fax63-4582

■結婚相談
　市が委嘱した結婚相談員が結婚を希望され
る方の相談に応じます。申し込みは不要です。
※ 平成24年度より結婚相談の充実化を図るため、

相談場所を水口庁舎にて一本化しています。
ご了承ください。

開催日／1日（土）・15日（土）
場所／水口庁舎南別館１階
時間／13：00～16：00
問／農業振興課　☎65-0711　Fax63-4592

■教育相談
　主に小・中学生に関する悩みごとや困りご
とについて、臨床心理士等の専門相談員が相
談に応じます。予約制となっています。

場所／学校、市役所甲南庁舎、甲賀市適応指
導教室など（ご相談ください）
問／学校教育課（こども教育支援係）
☎86-8100　Fax86-8196
問い合わせ受付時間／
　土・日・祝日を除く ８：30～17：15

■就労相談
　就職・転職のための情報提供や公共職業安
定所への取り次ぎを行います。また、雇用保険
の受給者の方の就職活動としてもご利用いた
だけます。申し込みは不要です。
午前  開催日／場所

◦4日・11日・18日・25日（火） かえで会館
◦5日・12日・19日・26日（水） 梅田会館
◦5日・12日・19日・26日（水） 西教育集会所
◦6日・13日・20日・27日（木） 牛飼教育集会所
◦6日・20日（木） 清和会館
◦11日・25日（火） 新城教育集会所
◦12日・26日（水） 伴谷公民館
◦13日・27日（木） 土山地域市民センター
時間／９：30～11：30
午後  開催日／場所

◦4日・18日（火） 宇川会館
◦5日・19日（水） 水口中央公民館
◦5日・19日（水） かふか生涯学習館
◦7日・21日（金） 泉教育集会所
◦7日・21日（金） 相模教育集会所
◦7日・14日・21日・28日（金） 信楽開発センター
◦12日・26日（水） 上野教育集会所
◦14日・28日（金） 大久保教育集会所
時間／13：30～15：30
問／商工政策課　☎65-0710　Fax63-4087

相
談
は
無
料
で
す
の
で
、お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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う
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『広報あいこうか』の名称は市民憲章のそれぞ
れの頭文字を並べてできる「あい　こうか」か
ら名付けています。市民憲章とともに皆さんに
親しまれる広報紙をめざします。

「広報あいこうか」がホームページでも
ご覧いただけます！

甲賀市ホームページ　
http://www.city.koka.lg.jp/

甲南庁舎　
甲賀市甲南町野田８１０番地
【上下水道部】
　 ０７４８－８６－８０００　　 ０７４８－８６－８０３２
【教育委員会】
　 ０７４８－８６－８００２　　 ０７４８－８６－８３８０
市民窓口センター　
甲賀市水口町水口６０５３番地
　 ０７４８－６２－１６２１　 　   ０７４８－６３－４０８６
土山地域市民センター　
甲賀市土山町北土山１７１５番地
　 ０７４８－６６－１１０１　　    ０７４８－６６－１５６４
甲賀大原地域市民センター　
甲賀市甲賀町相模１７３番地１
　０７４８－８８－４１０１　　   ０７４８－８８－３１０４
甲南第一地域市民センター　
甲賀市甲南町野田８１０番地
　 ０７４８－８６－４１６１　 　   ０７４８－８６－８０２９
信楽地域市民センター　
甲賀市信楽町長野１２０３番地
　 ０７４８－８２－１１２１　　    ０７４８－８２－３４１５

甲賀市役所　
〒５２８-８５０２  甲賀市水口町水口６０５３番地
　 ０７４８－６５－０６５０　　 ０７４８－６３－４５５４

編集 ・発行

Fax☎

Fax☎

Fax☎

Fax☎

Fax☎

Fax☎

Fax☎

Fax☎
※上記４つの地域市民センターは、旧支所の地域
市民センターで、従来の支所機能を有します。

編 集 後 記
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車
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能
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に
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す
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（
代
表
取
締
役
社
長　
村む
ら
瀬せ　
春は
る
雄お

氏
談
）

甲賀ポン蔵　©2008 甲賀市工業会

＊�このコーナーでは、甲賀市工業会に
加盟されている、ものづくり企業を
紹介していきます。

▲お話を伺った
　村瀬社長

甲賀市工業会事務局（商工政策課）
☎65-0709　Fax63-4087

甲賀市工業会についての問い合わせ
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▲バンパーの製造工程

高品質なものづくりで快適な車室空間を提供

トヨタ紡織滋賀株式会社
■
■
■
■
■

甲南第一小学校５年生が、せせらぎ苑の夏祭りでステージ発表と
似顔絵うちわの配付を行い、今回その交流の様子を取材しました。

初対面の方の似顔絵を描くのは緊張するだろうし、きっと難しい
だろうと思ったのですが、よく特徴を捉えたかわいらしい絵を描き、
お年寄りの方に大変喜ばれていました。

中には、一年前に描いてもらったうちわを大切
に持っている方もおられることに子どもたちは嬉
しがり、描くことが楽しくなったと話していました。

手作りの夏祭りの日に、笑顔で笑顔が生まれる
心温まる交流の様子にとても感動しました。い

□市県民税（2期）
□国民健康保険税（5期）
□保育料
□介護保険料（5期）
□後期高齢者医療保険料
□水道料金・簡易水道料金

◦ 今月の納税等 ◦

市税等の納付には、便利な「口座振替」をご利用ください。
納期限は8月31日（金）です

● 生活の安心感をみんなで育てる
● 自然環境を大切にし、
　　　　　　　暮らしの豊かさにつなぐ
● 安全で快適な生活の基盤を整え、
　　　　　　　まちの活力を高める
● 地域の特性を活かし、
　　　　　　　元気な産業を伸ばす
● たくましい心身と郷土への
　　　　　　　誇りをもつ人を育てる

まちづくりの５つの目標

＊甲賀市の将来像＊

「人 自然 輝きつづける あい甲賀」

甲賀市総合計画基本構想

41


	2012_0815_p01
	2012_0815_p02-19
	2012_0815_p20

